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　　第1回法廷開かれる。　　　　　東京地裁710号法廷　　　　　　　
　担当裁判官名は下記の3人です　　　　　　　私たちの弁護士さん
　中西　茂　裁判長　　　　　　　　　　　　　　和久田修　弁護士

　斎藤　巌　裁判官　　　　　　　　　　　　　戸田綾美　弁護士

　本田幸嗣　裁判官　　　　　　　　　　　　　萱野一樹　弁護士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩井　信　弁護士　訴状に載っている順
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　それぞれ10分前後に及ぶ二人の意見陳述はとても胸を打つものがありました。

　法廷後の集会で、河原井さんは「4回の不起立で停職ということは160秒の不起立で停職ということ。あまりにもヘン！　私は、決してあきらめない。9・21判決を判決で終わらせない。そのために何ができるかを今考えている。今の職場で、今度の卒業式をみんなとどう迎えようかということが私の課題です」と語りました。

　また、根津さんも「裁判官の胸に響くように陳述したつもりだ。私も河原井さんとまったく同じように9・21判決をとらえている。次はみんなで座るんだということがなければ、あの判決の意味がない。来年の3月の卒業式には【座る】という形で、あの判決の喜びを表わしあいたい。特に、私のような５０代の教員は若い世代と違い、多少の不利益を覚悟してもなすべき仕事があるのではないか。この裁判では、どうしても勝訴したい。そのためには9・21判決を生かして【座る】ということをみんなに呼びかけている。」と、河原井さんと同じ想いであることを述べていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局



　私は２００６年３月１７日の卒業式における「君が代」斉唱の際、着席したことで停職３ヶ月の懲戒処分を受けました。２００５年４月の入学式の不起立で停職１ヶ月処分を受けていましたので、今回の不起立でそれ以上の重い処分があることを覚悟しての不起立でした。不起立行為に至る経過と私の思いを陳述します。

（1） 私は常に「日の丸・君が代」を教育として扱ってきた

　現状から申し上げます。今、立川二中だけでなく、多くの学校の「日の丸・君が代」の実施の仕方は、子どもたちに式直前になって起立･斉唱だけを指示する、押しつけると言うもので、子どもたちが「日の丸・君が代」について学び、考える機会はありません。私は、こうしたやり方は教育を否定する行為だと思います。教育を否定する行為であるがゆえに、教員である私にはこれに従うことができないのです。裁判長にはまず、そのことをお分かりいただきたいと思います。

私は教員になって以来この方、教育基本法が示す、「個人の尊厳を重んじ、真理と平和を希求する人間の育成」を頭に置き、仕事に当たってきました。戦前戦中の教育が、すすんで戦争に行く子どもたちを作ってしまったことの反省を踏まえるならば、学校（教員）は子どもたちに一つの価値観を押し付けてはいけない。多様な価値観を提示し、子どもたちが自分の頭で考え判断し、行動できるよう援助する。それが、私たち教員に課せられた使命と考え、すべての教育活動に当たってきました。

障がいを持っている子への対応や、いじめ問題、不登校問題、生活指導等でも一人ひとりの子どもの置かれている状況と照らし合わせて、その子自身が道を選べるように努力してきました。いろんな子どもがいること、一つの考えで排除しないこと、認め合う道を探すこと、自分が理不尽だと思うことには従わない自由があり「生き抜く道があること」等、身をもって伝えてもきました。「日の丸・君が代」への私の対応は、この日常の実践と切り離すことはできません。

ですから「日の丸・君が代」についても私は、生徒たちが「国旗･国歌」の「意義を理解」（学習指導要領）するためにも、まずは知識が必要と考え、「日の丸・君が代」の特設授業をしてきました。資料はできる限りいろいろな視点から用意し、当然校長には、授業に来て生徒たちに文部省や校長の考えを話してほしいと要請しての授業でした。一部の人が揶揄するような、「日の丸・君が代」反対を煽るための授業ではありません。

また、行動についての最終判断は、生徒集団や生徒一人ひとりに委ねられるべきものであり、その道を学校（教員）が保障することをも含めて教育行為であると考え、これを実践してきました。

２０００年に私は１０年在職した学校を異動となり、以後、１～３年で異動させられ、担任外しをされるようになってからは、特設授業はできずにきましたが、できる限り上述した姿勢でことに当たってきました。

今年１０月北海道人事委員会が出した裁決は、図らずもこの点に言及し、当該校長の対応を子どもの権利条約１２条違反としました。裁決は次のように明言しています。

「子どもの権利条約１２条が自己の意見を形成する能力のある児童に対して自己に影響を及ぼすすべての事項について自由に意見を表明する権利を保障すべきことを定めていることに照らせば、卒業式に参加する生徒やその保護者である父母らにもその意見表明の機会が与えられるべきであり、そのためには日の丸掲揚や君が代斉唱の意義等について事前に学習する機会が確保される必要がある」。

私が長年やってきた教育活動を正当に評価してくれるこの裁決に出会い、大きな力を得ました。私は、「日の丸・君が代」の実施は、ここが出発点になるべきだと思います。

　　

（２）２００６年３月の卒業式での不起立に至る経過

２００５年３月の卒業式での体験から話さねばなりません。このときすでに減給３ヶ月であった私は、後何回かの不起立で免職になるかもしれないと言う不安から、定年までの手持ちカードを数え、少しでも免職を先に延ばそうかとも考えて、心は揺れていました。また私に、「目をつぶってでも立ってはもらえないか」「休んではもらえないか」と言う校長は、都・市教委からの圧力に憔悴しきっている様子。このままでは校長は病気になってしまうかもしれない、という不安にも悩まされました。結局私は、校長に、「今回は途中までは立ちます」「市教委には、根津は立つと言っている、と報告してください」と告げました。生徒たちには校長の許可を得て事前に、今の「君が代」斉唱の実施の仕方対する私の考えと免職を恐れて揺れ動く気持ち（「意に反して起立してしまうかもしれない」）を述べ、謝っておきました。

当日、「一同起立。礼」の号令、そして「開式のことば」で式が始まりました。続けて「国歌斉唱、前奏に続いて皆様ご唱和ください」と司会が発した時のことです。予想外のことが起こりました。私は事前に気持ちの整理を十分に済ませて式に臨んだつもりでしたが、このことばを聞いた途端、心臓は飛び出すばかりに鼓動しました。目の前は真っ白、くらくらしました。体を支えるために、足に力を入れましたが、いつ倒れてもおかしくない状態でした。そのとき私の脳裏には、銃剣を突けと上官から命令された初年兵の姿が浮かびました。まるで、「お前は突くのか」と言われているよう。立つことなど約束しなければよかったと後悔しました。事前に、教頭に「ここまで立っている」と告げていた「さざれ石の・・・」という歌詞まで来たところで、腰を下ろしました。ここまでの時間の長かったこと。座って、「突かなくてよかった」とほっとしました。

立っている間中、私は理不尽なことに応じている自分自身をとても恥ずかしく思いました。しかもその行為を生徒の前で行ったのですから、後悔は頂点に達していました。「口では偉そうなこと言いながら、結局は大人なんてこんなものさ」と、生徒に示したようなものです。理不尽なことに従うことはもうできない、やめよう、と思いました。

「長いものに巻かれよ」「寄らば大樹の影」「流れに棹差す」などのことばが示すように、私たちはややもするとこのような安易で人任せ、責任逃れの行動を選択してしまいがちです。私は今までそのような行動はしないように心がけてきましたが、この２００５年3月の卒業式ではその過ちを犯してしまったのです。その後悔から、もう、うそはやめよう、道理ある行動をしていこうと決意しました。人には理不尽なことには従わない自由や義務があることを、身をもって生徒たちに示そうと思うに至りました。

　それから２回、２００５年４月の入学式、２００６年３月の卒業式がやってきました。私は当然２回とも不起立をし、停職１月、停職３月の懲戒処分を受けました。不当な処分に対する激しい怒り、生活への不安とは別に、生徒たちに対し嘘をついていないという点において、私の気持ちはすっきりしています。

（３）免職を防いでください

　私はこれまでに何度も校長に「指導」され、「校長の職務として職務命令を出さざるを得ない」「目をつぶってでも立ってもらえないか」「休んでもらえないか」と言われてきました。教育的視点から私を説得するのではなく、起立行為だけを求める校長の「指導」からは、悲しいかな、教育者としての姿勢や良心を感じることはありませんでした。「校長はコンビニエンスストアーの店長のよう」とは、都立高校教職員の「君が代」処分撤回を求める都人事委員会審理の証人尋問で一人の校長が証言したことばですが、このことばが象徴するように、立川二中の校長も自分では何一つ決めることができませんでした。上から指示されたとおりに動いただけのことです。本当は職務命令など出したくない、という気持ちでいっぱいだったように私には感じられました。
今、校長を含め、東京の教職員の中で都･市教委の行う「君が代」の強制、「君が代」不起立･不伴奏処分をよしとする人は、まずいないでしょう。この処分は異常です。国歌斉唱義務不存在確認等請求事件で、「国歌斉唱の際に起立し斉唱する義務はない」、「（起立）しないことを理由に、いかなる処分もしてはならない」と判断した東京地裁判決や、２００５年４月に出された北九州の「君が代」処分取り消し地裁判決、そして、北海道人事委員会の裁決は、都･市教委が強行する「君が代」斉唱とその処分発令に非ありと直接･間接に断じています。「今はまさに戦前」と言われる状況を思うとき、一層、起立はできないと思う私にとって、これらの判決や裁決は大きな希望です。

行政に非ありという判断を出すことが、裁判長にとって大変であることはわかっているつもりです。そのうえでお願いを申し上げます。都教委は２００６年５月の都教委定例会で「停職処分は６月まで」と言っていますので、２００７年３月の卒業式での不起立で、私にはよくて「停職６月」、悪くすれば一気に「免職」もあり得ます。本件に関し、教育の条理に沿った判断をされ、生活を脅かす「停職３月」の処分取り消しと、これ以上の累積処分がなされないようご尽力くださいますことをお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　


　　

　私は、2006年1月25日に行われた東京都立調布養護学校における創立30周年記念式典において、「君が代」斉唱時に起立しなかったことを理由に、停職1ヶ月の懲戒処分を受けました。どうして私が起立しなかったのかについて、私の考えを述べたいと思います。

私は、大学をでてから「知的障がい」のある子どもたちが住んだり通ったりする施設で3年、そしてその後、教員として今年で32年目を迎えます。この35年間、さまざまな「障がい」のある子どもたちや人と向き合ってきました。私にとって、かけがえのない35年間です。ふり返ればさまざまなことが思い出されます。

私がなぜ、「施設」や「養護学校」にこだわったかといいますと、私の幼児体験と深く関わっています。私は大学生まで茨城の小さな田舎で生活していました。小学校5年生の時、その小さな小さな田舎の小学校に、「特殊学級」が新設されることになり、幼なじみが次々に、その学級に集められるという事態が起きました。私は驚きすぐ、担任や校長に「なぜ別の教室にいってしまうのか？」と、詰め寄りました。しかし納得のいく返答をもらうことができなかったのです。一緒に楽しく遊んだり、学んでいたのに、ある日突然、別の学級に、大好きな仲間が連れていかれてしまう、「何だか変だ」「よくわからない」、私の小さな胸がひどく痛みました。「一緒でいいのに、なぜ別々にするの？」　素朴な疑問のはじまりでした。そして、それは、私の共生、共学の根源的な芽生えでした。

そして、次の年、私が小学校6年生の時、父が他者から、「かなり変だ」「おかしいことをする」と、後ろ指をさされ、父が「精神障がい」で入院を余儀なくされました。周りの人々のいろいろな言動から、父の発病が、内臓疾患や骨折とはかなり異質なものであることを知らされます。「精神障がい」への限りない差別です。社会と隔絶された病院、病室、どんなに変わり果てようと父は父です。夜空の星を見て大きな声で泣いても、何にも解決しませんでした。

「障がい」は、障がいのない人々によって「障がい児（者）」にされることに気付きました。この気付きから現在があります。

私は、50年間、「障がい」があってもなくても、共に学んだり、共に生活できる、あたりまえの学校や社会の実現を願いながら、生きてきました。
そして、35年間、子どもたちと大切にしてきたメッセージがふたつあります。ひとつは、どんな時でも、お互いに「YES」「NO」をしっかり言い合おうということです。このことは、憲法でも、教育基本法でも、子どもの権利条約でも、最大限守られているので安心して言っていいことを伝えてきました。「障がい」があるがゆえに、人間関係のなかで、なかなか「NO」と言うことができずに、被害者になってしまったり、加害者になってしまったりの悲しい現実が多々あります。

もうひとつは、「女らしく生きる」とか、「男らしく生きる」ことが大切なのではなく「自分らしく生きていく」ことがどんなことなのか、お互いに模索していこうということです。さらに、幼児体験のなかから、学んだ「差別しない」「差別されない」「支配しない」「支配されない」「強制しない」「強制されない」ことを肝に銘じながら、ゆっくりと歩んできました。ある時は、「日常生活」のなかで、ある時は「ホームルーム」のなかで、ある時は、「社会進路」のなかで、大切に繰り返してきました。教育実践に、完全無欠、完璧なものなぞありません。議論して議論して反省のうえにたち、継続していく原則を守ることを意識してきました。

しかし、しかしです。2003年の教育内容を議論しあうことを全面否定した10・23通達は、私の35年間育んだ実践を一方的に、根底から踏みにじるものでした。

そこには、「なぜ」「どうして」という、教育の持つ根源的な対話もなく、命令、おどしと処分の強行、学校現場や教育現場には、絶対に、もち込んではいけないものの介入でした。断じて受け入れることはできませんでした。

憲法、教育基本法、子どもの権利条約のどれと照らし合わせてみても信じられないことでした。これは、当時、多くの教員たちが感じ確認したことでした。

私は、ひとりの人間として、ひとりの教員として、2003年の10・23通達に「NO」、どうしても服従することができませんでした。

私の35年間の教育実践に、子どもたちに嘘をつくことなぞ決してできません。

私は、教員を続けていくために、10・23通達に服従しないのです。

「障がい」があってもなくても、共に楽しく学習したり、生活できる学校も社会も、まだ創りだせないでいます。

だからこそ、どんなに重たい処分を科せられても、35年間、創意工夫しながら育んできた教育実践を、たった1枚の「職務命令書」で、簡単に、手離すわけにはいきません。

なぜなら、それらのひとつひとつは、ものごとを判断する「YES」「NO」を含めて私が「自分らしく生きていたい」と模索し続けてきた、生の証だからです。

人の生は、いつ終焉をむかえるかわかりません。教員生活も残すところ、3年と3ヶ月となりました。残された時間も、ひとりひとりが、安心して「YES」「NO」が言えるように、そしてさらに、ひとりひとりが、「自分らしく」生きて、他者とつながっていけるように、そんな力を、お互いに、育んでいきたいと思っています。現在を問い、未来を孕みながらです。2003年10・23通達は、人権無視、差別の絶対化、人間のロボット化、そうです教育の完全破壊以外の何ものでもありません。

１回目の「不起立」（2003年度卒業式）の時に想いを「詩」に綴りました。4回目の不起立で、停職1ヶ月の処分を科せられた今も、同じ想いです。

聞いてください

　　　　　　　　　　　

 　～～～現在を問い未来を孕みたい～

その時は、穏やかな空気のなかでやってきた　　　　　　※　子どもたちのわたしの思想良心の自由は
　　「国歌斉唱」ひとり静かに座る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憲法は、教育基本法は、子どもの権利条約は、

  周りの子どもたちも何人か座っている　　　　　　　　　　　　         　学校は、教育は、

 　前から後から感じる人の林、林、林　　　　　　　　　　　　　           現在を問い未来を孕むものではなかったのか

　　1分もない「君が代」のなかで　　　　　　　　　　　　　　　　       　   「現在」を問えない学校は「学校」ではない

 　長い時間が流れていく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          「未来」を孕めない教育は「教育」ではない

　　いろんなことがよみがえる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        私は静かに貫く「不服従」の日常的な営みを

　　「日の丸・君が代」など存在しなかった八王子養護学校での　　    私は穏やかに守りたい教員の良心を

　　「入学歓迎会」という名の入学式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育労働者の誇りを

　　「はげましの会」という名の卒業式　　　　　　　　　　　　　　         そして　さらに　つながっていきたい人、人、人と

　　なつかしいシーン　なつかしい顔、顔、顔　　　　　　　　           現在を問い未来を孕みたい

　　なんかあったかい想いがよみがえる　　　　　　　　　　             いまここに大きな大きなうねりを

　 そのあたたかさをつきやぶる　　　　　　　　　　　　　　　            いまここに大きな大きなうねりを

　　「立ってください」「立ってください」「立ってください」

　　両手を挙げて連呼する教頭の声

　　まるでロボットのよう

　　ここは、もう、「学校」ではない ※

　

  以上で陳述を終わります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　『 取り組みの輪を広げたい 』　　　　　　　　　　　名古屋　はぜ太郎
　恣意的な長期特別研修をなくす会の名古屋の小林です。昨日から、教育基本法の改悪を阻むため、国会前闘争に参加しています。今日は、河原井さん根津さんの第１回法廷が開かれるとお聞きして、朝の都庁ビラ撒きから裁判の傍聴まで、参加させていただきました。「不当な処分は絶対に許せません！」「撤回させるまで闘います！」「根津さん、河原井さんを支援しています！」と大声で呼びかけると、目と目があって、チラシを受け取ってくれる人がたくさんいましたよ。署名が２０,０００筆を越えたそうです。宮城では最初２００筆くらいお送りできたと思いますが、名古屋でも少しずつですが、取り組みの輪を広げていきたいと思います。
　　『 過去の事実を教えると「起立！」には生理的に立てなくなるから…… 』

                                                町田市鶴川　　三田玲子
　根津さんに出会えてよかった！　２時間の通勤は大変だけれど鶴川にとどまって欲しい。我が子の何度かの入学式、卒業式「日の丸・君が代起立！」で生理的にからだが立ち上がらなかった。親は処分されないから気楽なものです。根津さんの陳述に感動しています。私が起立できなかったのは、たぶん、祖母や両親から、毎日、戦争の話を聞いていたから。「なぜ、戦争に反対しなかったの？」と聞くと「反対できる時代じゃなかったの」と答えられた。後から、私は勉強して、反対した人もいたことを知ったのだけれど。毎日聞いていた戦争の話は、食べ物がないとか、Ｂ２９とか、オジサンが中国で中国人を殺して首をもって笑っている写真の話、また関東大震災で朝鮮人が日本人に虐殺された話。被害者である日本人より、加害者である日本人に悲しかった。過去の事実を教えると「起立！」には生理的に立てなくなるから、適当な教育をして、歌うこと起立を強制していれば、そのうち、人は習慣で言うとおりになるとでも、思っているのでしょうか？

河原井さん、私の小学校４年生の時の先生は、ひらがなも読めず、人とも話さず、みんなに相手にされなかった男の子を、一番前の席に座らせて、毎日気配りをして授業をしているうちに、その子は字を書くようになり、教科書が読めるようになりました。５年生になって担任がかわるとその担任は、その子をお客様扱いして、またもとのように勉強する気がなくなって、何もできなくなってしまいました。それを見て、教師によって、一人の子どもがこんなにも変わってしまうことに驚きました。　私は、鶴川で少しでも役に立つことができたらと思っています。地元ですから。思いはいっぱいありますが、取り敢えず、今日は裁判に行くことができてよかった！

　

　　　　　　　『最後の砦』　　　　　　　　　　　　多摩市　宮内貴美子

１２月１４日の地裁７１０号法廷での意見陳述を傍聴し、原告のお二人が切々と訴えられた決意の中に、「君が代」斉唱・起立の強制に対する、長く困難な闘いを身近に感じることが出来ました。

子どもたちの将来は、当たり前のことが当たり前にでき、おかしいことはおかしいと素直に言える世の中でなくてはなりません。そのためにも、お二人の闘いを見つめる子どもたちの眼差しを、大人がきちんと捉えていかなくてはならないと思いました。しかし、もうすでに遅いのではないかという焦りが、私の中に起きています。

帰途、国会の議員会館前で、教育基本法改悪阻止を訴える人々に加わり、数時間を過ごしたのですが、私は、なぜか寒々とした寂しさを感じてしまいました。これはあくまでも私の主観ですが、人々の共感と熱い眼差しや意思の広がりが、うねりとなって彼らをそこに押し上げてきたとは思えなかったからです。かつての60年安保闘争時の抵抗のスケールとは、比べるべくもありませんでした。切り離された孤独な熱気の中に、シュプレヒコールだけが空虚に聞こえて……。翌日の15日、法案は政府与党の賛成多数により可決・成立しました。予想されたこととは言え、空しさが心をよぎります。

「国を愛する心」と言いますが、ひとりの人間として尊厳が冒されるような集団形態を、その構成員として誰が愛せるでしょうか？　「愛国心」すなわち「忠誠心」が教育の現場に政府の力として持ち込まれた結果、何が起こったか？　その時代に立ち会った被害者として、出来る事は何かを考えずにはいられません。

防衛庁が防衛省に変貌しようとしています。今は憲法9条を守ることを最後の砦とするしかないと感じますが、年老いた私にはもうほとんど力は残っていません。

抵抗しながら滅びようではないか、と言った先人の気概を持ちたいと思います。

　

　　　　　　　　　　　事務局より
　　　　皆さん、ありがとう!!　署名は、ついに2万筆を超えました。

12月14日は、河原井さん・根津さんらの「君が代」解雇をさせない東京地裁裁判の初法廷の日でした。早朝８時から新宿都庁前ビラまき開始です。受け取りはよく４０分ほどでまき終わりました。すぐに河原井さん根津さんは東京地裁に向かい、私たちは数人で都庁３０階情報課へ向かいました。顔なじみの馬場さんを呼び１，０４７筆の署名を手渡しました。

硬い表情の馬場さんに「喜んでください。今日で２万筆を超えました。大事に扱ってください。」と言って渡し、直ぐに霞ヶ関に向かいました。１５回目の署名提出で総数２０，０５８筆になりました。たくさんの方のご協力ありがとうございました。

来春の卒業式まで、３ヶ月を切りました。これまでの署名は昨年の処分にかかわるものでしたが、ここから気持ちも新たに、新しい署名への取り組みを始めます。

今度の卒業式で、河原井さん、根津さんに対する新たな処分が心配されます。都教委に２人を処分させない。停職、免職にさせない。そのための取り組みを新たに、強力に推し進めたいと思います。

　前回同様大きな力で支えて下さいますようお願いいたします。今回の署名は宛先が４カ所のため同じものが４部必要になります。
　同封します署名用紙に署名を集めていただいた後、コピーを３枚とって４枚をお送りください。

　尚、コピーできない場合は、こちらでコピーいたします。お手数をかけますが、よろしくお願いいたします。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根津　公子
　東京教組の組合員１０人が合同で申し立てている「君が代」処分撤回を求める人事委員会審理は、校長尋問が一巡して終わり、区市教委担当者に対する尋問に移りました。その第１回目が１２月６日、立川市教委叶雅之指導課長（当時）に対して行われました。以下その報告です。

■10。23通達発出時には「この写しをもって通知に代えます」とした立川市教委が、1。7通達を出したのはまさに根津対策ではなかったのか。
　私が立川に異動させられたのは、２００４年度。２００３年度の議会答弁で教育長は、「立川市では先生方のご理解によって、私どもが願っているようなそういう形で・・・式典が行われている」と絶賛し、改めて立川独自の通達は必要ないとし、写しで済ませてきました。

　それなのに１年後の１月７日、立川市教委は新たに通達を出しました。その１・７通達には、「全ての市内小･中学校で国旗掲揚及び国歌斉唱が実施されているが、その実施態様にはさまざまな課題があり、より一層の改善･充実を図る必要がある」と書かれています。その課題について質すと課長は、「16年度入学式で演台を舞台下に置いた小学校が20校中12校あったことと、人の入れ替えがあり、ある年度にできていても、いつもそうできるということではない」と言いました。

「舞台上に演台を設置すること」が課題の一つだと言うのです。６歳児の入学式で演台を子どもの目線に近い舞台下に設置するのは自然なこと。事実、そう設置した学校が都内全小学校の６割を占めることをこちらは資料で示しました。また、2004年度の市内小学校の入学式でも舞台下に設置した小学校が多く存在していたことを確認した上で、「状況は同じなのに、なぜ昨年は、立川独自の通達を出さなかったのか」と聞いたところ、課長は、「通達を出さないで、学校で努力をしてほしい、と市教委では考えていた」と、吹き出したくなるような理由を挙げました。

１・７通達発出の理由は、「人の入れ替え」しかありません。すなわち客観的には、私が異動してきたことにあり、校長に職務命令を出させ、懲戒処分発令の根拠にするためだったことが浮き彫りにされました。

　また、この１･７通達を発出するに当たってどのような会議がどのくらい開催されたのかを情報開示請求で調べたところ、会議は持たれていない、関係者の押印文書しか存在しないことがわかっていたので、この点について質すと、課長は、「会議は持たなかったが、私と指導主事３人、教育部長とで４月から話をしてきた」と返答しました。雑談だけで、一人の教員を免職処分にするかもしれない１･７通達を作った、ということです。これこそ、「課題」です。


　校長は教育委員会の“使いっぱしり”？と思わせるような文言が並ぶこの通知には、職務命令の正しい出し方と、当日不起立行為が発生した時の正しい対応の仕方、事後の事故報告について具体的に記してあります。「文書による職務命令書が必要な場合は、担当まで問い合わせること」と但し書きまであり、表題の上には、「至急」という大きな字が目立ちます。中学校の卒業式２日前の日付です。

　この通知を出した理由について質すと課長は、「市教委は、校長に職務命令を出せとは言っていない」「校長たちが不慣れ、知らないことが多いから出した。職務命令については、６小の校長から話（質問）がありました」と言いました。しかし、職務命令書を出した校長が何人いたかを質すと、初めは答えたくない様子でしたが、「立川二中の校長が出したことだけ、私はつかんでいます」と。職務命令書は私のいた立川二中でしか出されていないことを認めました。前回の校長尋問で校長は、私が在職した２年間で計４回は職務命令書を出したのに、2006年度は「出していない」と証言しています。

　これらをまとめると、１．７通達も３．16通知も、根津対策であったことが明白です。根津の不起立に対して都教委が懲戒処分を発令する。そのために市教委は１．７通達と３．１６通知を出した。それをもって立川二中校長に「起立すること」の職務命令書を出させた、ということです。

■校長が市教委に提出した事故報告書には、「当初から不起立ではなく、・・・同教諭の行為は、教育公務員として決して許されるものではないが、現状況を判断いただき、処置をお願いする。」とした、処分量定を重くしないようにしてほしいと受け取れる記述があるが、市教委が都教委に上げた事故報告書は、「厳正なる処置をお願いしたい。」となっています。この違いを質すと課長は、「途中まで立ったことの考慮は一切しません。」と証言しました。市教委は、「起立しなかった、伴奏しなかったという行為だけを見て処分を決める。そのときの気持ちや状況は関係ない。」としている都教委と同一歩調をとり、校長の配慮は切り捨てています。

　

■こうした証言を何の痛みもなく、他人事のようにやってしまう叶立川市教委指導課長（当時）は今、府中市の小学校の校長だそうです。出世コースを順調に進むこの人に、経済的、社会的に被差別の側にいる家庭の子どもたちの声を聴き取ることはできないだろうな、と思いながら、審理場から出て行く彼の姿を、私はまじまじと見ていました。

「日の丸・君が代」の強制をはじめ、命令で人が動かされることの恐ろしさは、動かされた人自身が、自分の意思と自分の体で行ったということを認識できないところにあります。


　　　　　　　　　　　　カンパありがとうございました。

　　　　　前回の呼びかけに応えてたくさんの方からカンパをいただきました。

　　　新しい会員の申し出が４０名ほど、初めてのカンパも１４名ほどありました。

　２回目のカンパを寄せてくださった方も４０名ほどで、今回は１００名の方からご協力を

　　　　　いただきました。ありがとうございました。

会費・カンパに関するお願い

　この会は、2006年6月に発足しました。そこで、次年度の会費は来年の６月に集めさせていただき、それ以外に送っていただいたお金はカンパとして考えております。

会費については、その時期になりましたら振替用紙をニュースと一緒に同封させていただきます。

なお「会員の方」は封筒の宛名のところに番号を付けさせていただいております。

会員ではなくカンパで応援という申し出の方は、封筒の宛名の番号が０３１のように先頭に０がついた番号になっていますのでご了承下さいますようお願いいたします。もし、間違いがありましたらお手数ですがご連絡下さい。

新規会員や新規カンパの申し出は随時受け付けております。

・口座番号　００１１０－４－２７９５９５　

・口座名称　河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根津公子

· いじめ問題で石原都知事は言い放った。

「自殺なんか、予告して死ぬなって。甘ったれているというか」「こらえ性がないだけでなく、ファイティングスピリットがないと、一生どこへ行ってもいじめられるんじゃないの」。
　石原都知事は就任以来三国人発言に始まり、人権侵害の何が悪い、という類の発言を一貫してしてきて、今回のこの発言である。
ここに来てようやく、少しだが都知事の感覚を問題視する報道が出てきた。１泊２６万円のホテル代、ガラパゴス諸島に滞在し、大型クルーザーで島巡りをして１４００万円、１５回の海外出張の総費用が計２億４３５５万円、そして「余人をもって替えがたい」という四男「起用」問題。どれも、公私混同、公金の不正支出である。

私は今年４月から２０回ほど早朝都庁舎前で都職員に向けてチラシを配り、マイクで訴えていて、そこで夜を過ごすホームレスの人たちを見かけるが、石原都知事の目にはこの人たちの存在は「厄介なもの」としか映らないのだろう。２億何千万円のお金を、この人たちの生活を、少しでも憲法が保障する「最低限度の生活」に近づけるために使おうという政治感覚がまったく欠如している。これは、権力の座に居座っての、“ijime”です。

先日は、大阪でホームレスの女性が少年たちの襲撃に遭って亡くなった。この少年たちも、石原都知事のような強者の言動を格好いいと思い、また、それを弾劾できない大人社会を肌で感じ、社会的弱者には何をしても構わないと思わされ、育ってきていたのだろう。「格差は経済活力の源」（御手洗日本経団連会長）発言に象徴される財界・政界がホームレスを生み出している構造をきちんと学んでいたら、子どもたちはいじめには走らない。学校のいじめは、昔からあったと言うが、大きくは政治と大人社会の反映。解決は、文科省がしているようなアンケート調査でも、東京都がしているいじめ加担教員に対する懲戒処分でもない。現実と向き合い、異なる者・少数者を排除する思想について考え合う授業をすることだ、と思う。

●私に対する「いじめ」
今の学校で４月から３ヶ月間、門前に「停職出勤」をしていた時、保護者や地域の住民を名乗る（名前を明らかにした人はいなかった）人たちが「ここに立つな」と私にしばしば言ってきた。警察への通報も何度かあった（まだまだ他にも特筆すべきことはあるが、それは別の機会に）。そういう「空気を読む」のが、子どもは早い。しかも、子ども達は直線的であり、ともするとそれは「正義感」の表れだったりもする。新しい学校で、私のことはまったく知らない子どもたちに、「ルールを守らない教員＝根津」というレッテル貼りはすぐに浸透し、嫌がらせや無視が始まった。それは、私の対応が悪くて起きたことではなく、「子どもを洗脳するな」と私を非難する人たちの行動の結果のことである。

実はこうした事態は４月から予想していたこと。「思想犯」と見なされた者へのバッシングは、古今東西変わらない。特高警察が教室にまで乗り込んできた６０～７０年前のすさまじかったことは、歴史上の事実。昨年立川二中前に訪ねてくれた韓国の教員崔さんは、８０年代終わりに非合法下で闘い、免職に追い込まれた１０００人を超える教員たちの一人だが、彼女たちは、昨日まで教えていた子どもたちの保護者や子どもたちからも、「帰れ」とバッシングされたとおしゃっていた。幸いにも私の場合は、立川二中では、停職前に授業で接してきた生徒たちからのバッシングはなかった。とっても幸せなことだった。立川二中で、もしバッシングが起きていたらショックを受けただろうが、ここでは因果関係がはっきりしている。だから、気分は良くないが、理性で対応できる。

この状態を予想しながら、ではなぜ、私は停職「出勤」をし続けたのか？身近な社会問題とその中での私の生き方（それはこのようなバッシングも含めて）を示すことは、私にできる教育、と思うからであった。今すぐには理解できない生徒たちであっても、将来自分が理不尽な扱いを受けた時に、気づくことがあるだろう。希望を持っている。

さて、生徒たちの根津バッシングのなか、７月からの勤務が始まった。７月から１年生に週１時間の授業で接してきたが、集団で遠巻きにする嫌がらせは初めからしばしばあった。

ここらで何とかしよう。そう考えながらの11月半ば、ある日の出勤。駅から学校までの坂を上り下りしながら、授業を始める前に生徒たちに話そう、生徒たちの良心に訴えようと思った。一度決心したら、行動は早い。この日の朝校長に、私が生徒たちに話そうと思っている内容を細かく話して了解を求めた。校長は、大筋で了承したが、一点だけは「了解できない」と言った。

それは、話しの最後でしようと思っていた、「今正しいと言われていることや常識と思われていることが正しいとは限らない。後の時代になって、誤り、となることがある」ということについてだ。「私はその具体的例を挙げて話したい。今、『戦争反対』　と言ったら、誰もが『そうだ』と言うでしょう。でもたった６０年前、『戦争反対』と言った人は、犯罪人とされ、投獄され、殺された人もいました。と皆が認め、知っている例を挙げて話をしたい」と申し出たところ、校長は「例をあげると物議を醸し出すかもしれない。認めるわけにはいかない」と言う。私は、「これは国民的な合意のある歴史的事実。例示して何の問題がありますか！」「でも、１時間目は始まろうとしている。今ここでの論議は避けて、このことは例示せずに生徒に話をします」と切り上げた。校長には、「是非、私の話すことを聴きに授業に来てほしい」と申し出たがあいにく出張が入っているとのこと。代わりに副校長が話しの終わり頃、聞きに来てくれた。

授業の冒頭、私は次のように話しをした。

　「授業に入る前に皆さんに話しておきたいことがあります。私は皆さんに家庭科を一生懸命教えよう、皆が家庭科の授業を楽しいと思ってくれるように、授業で知ったことでさらに知りたい、やってみたいと思えるように、一生懸命授業をしているつもりです。お互いに気持ちよく授業をしたいので、話をします。

私がこの学校に入ってきた７月初めからあったことですが、明らかに私に対して、『うぜえ』『きもい』『ルールを破る』と言い、あるいは、聞こえよがしに『君が代』を歌ったりということが、１年生にもかなりありました。『君が代』が好きな人は歌っていい。歌うなと言っているのではありません。嫌がらせで歌っていることについて言っているのです。今まで私は、そのことを言わずにいました。皆さんと付き合っていくうちに私と親しくなって、そういうことばはなくなっていくだろうと思っていたからです。しかし、なくならないどころか、ここのところひどくなっています。それで、今日はそのことについて話しておきます。

　こんな扱いをされて、私がどういう気持ちか、わかりますか？根津が喜ぶ、と思う人はいないでしょ？　大人の私だって、とってもいやな気分です。相手が嫌な気持ちになることがわかっていて、それをするのは、いじめです。私は大人で、年齢的な違いはありますが、今問題になっている学校の中でのいじめと同じです。多くの人とあいつは違うからいじめてもいいんだ、と。

　皆さん、私は、１年生が学活の時間に書いたいじめに関する意見文を読ませてもらいました。読ませてもらって、「おお、ここまで考えているのか。すごい」と感激しました。学年便りに載っていたのは１０数人の意見でしたが、それを読んで『私も同じ考え』という人はたくさんいたでしょう。友だちのを読んで、『そうか』と気づかされた人もいたでしょう。だから、あの意見文は、１年生みんなの意見だと思っています。

　そういう１年生ですから、私がされたことについてここまで言えば、何を言いたいのか、考えてほしいと思っているのか、もう皆さんにはわかると思います。考えてみてくださいね。

　ところで、７月１日の朝礼で私が挨拶で言ったことばを覚えていますか。私はこう言いました。『私のこと、変なやつ、と思っている人多いでしょうね。でも、変なやつ、でおしまいにせず、なぜ、って訊いてきてくださいね。人は、１００人いれば１００通りの考え方、感じ方があるものです。人には考える力があります。他の人の意見に耳を傾け、そして対話をしましょう。そうやって考え合うことで、気づくことがあったり、理解が深まったり、自分の考えが持てるようになります。成長につながります』と。これからでも、『根津はおかしい』と思ったら、それで片付けずに、訊いたり、意見を言ってきてくださいね。

もう一点、「ルールを守らない」ということに関して言います。皆さんは社会のことを知り始めてから年数があまり経っていないので、今「正しい」とか「常識」とか言われていることがそのまま「正しい」「常識」と思うでしょう。でも、歴史を見れば、後の世になって、「間違っていた」と言われたことはいくつもあります。正しいか正しくないかは、時代や集団によって変わってくるんです。ですから、今「正しい」と言われていることを鵜呑みにせず、常に、自分の頭で考えて行ってほしいと思います。それが、自分の成長にも、住みよい社会を創ることにもつながると思います。」

生徒はよく聴いてくれていた。何かを感じてくれたに違いない。

　私が生徒たちに話したことが本当に理解されたなら、ここでの生徒間のいじめはなくなるだろう（今、いじめがあるかは不知）、と思う。

　「『君が代』斉唱の際、立つ人も、座っている人もどちらもいていいんだよ」と認め合える社会･学校にしていくことは、子どものいじめを解決する道に直結する。

●学校の中での子どものいじめとその隠蔽について
　「私のクラスにいじめが起きてしまって。」少し前までは、同学年の人たちと交わしていた会話が、最近は交わされなくなっている。おしゃべりできる余裕がなくなったことに加え、もしそれが漏れて、「指導力不足等教員」にでもされたら、校長や教育委員会に知れたら、などなど、不安がよぎるのではないか。この先、教員免許更新制などが導入されたら、さらに教員たちは自分の失点になるかもしれないいじめ問題などを同僚に相談できなくなるだろう。互いにおしゃべりすることで解決へのヒントをもらったり、元気をもらったりしてきた学校職場が、管理強化（短期間での異動も含む）のなかでずたずたにされている。いじめ解決が放置され、結果として隠蔽される大きな原因は、そこにあるように私は思う。

いじめが発覚したら、教員の判断で、教科の授業はスットップし、クラス･学年で話し合い考え合う。こんなことは、教員たちが学校を動かしていた頃は当たり前にされていたことだ。それが今は、「授業時数」や「進度」が優先され、校長の承認が必要とされ、教員の判断ではできなくされている。教育行政に本当に「いじめ根絶」の意思があるのなら、教職員と子どもたちとで教育･学習が決定できるよう、再び職員会議に決定権を渡すことだ。そして、人権･反差別･平和の問題に学校が取り組むことに、脅しや制限を加えないことだ。教育基本法を「改正」するのではなく、現行の教育基本法を教育行政（＝教育委員会や校長）が遵守することだ。

　そう断言できるのは、私には、かつての同僚たち、生徒たちとの共有の体験があるから。



受賞式でのスピーチから　「……受賞の話を聞いたとき、びっくりしました。

全国では何年も前から闘っている人がいるのに、処分されてか

ら10年そこそこの私がいただ

くなど、おこがましいことだと

思いました。が、昨日（15日）

政府の教育基本法が通ってしま

い、これからは、国家が好きな

ように教育を操ることができる

ようになってしまった。　しか

し、一方で先日の9・21判決のような判決もある。こういう状

況下で、私たち東京の教員は何をなすべきかと考えた時、『こん

な教育基本法は認めないということを示すしかない。この3月

にはこぞって不起立で。それが子どもたちに対する教育である』

と思い、この受賞は、『そのように行動しろよ』という私へのメ

ッセージと捉えて、いただくことにしました。……」

　続いて、お祝いのスピーチをされた根津さんの10代20代

の教え子たちの素晴らしい感性に、会場の中高年の参加者の雰

囲気がきりっと引き締まる場面もありました。　　　事務局

　　

　　　　　編集後記　　　

　　　　　　とうとう教育基本改悪法が国会を通過してしまいました。「表現の自由」といい、　
　　　　　「思想・良心の自由」といい、「学問の自由」といい、何もかもが問題な時代への突入です。

　　　　　9・21判決をバネにして、しなやかな思想と良心を維持したいと思います。

　　　　　　来年３月の卒業式に向けて、根津さん、河原井さんに新たな処分を出させないために、

　　　　　「解雇させない会」では新たな署名に取り組むことになりました。ふたりの抱える問題は、

　　　　　私たち自身の問題です。みんなの力が大きなうねりを作り出す日まで、仲間と絆を深めて

　　　　　できるかぎりのことをしていきたいものです。（み）　　　　

　　

　　根津公子さん停職3ヶ月


　　河原井純子さん停職1ヶ月
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　　04年卒業式及び05年度入学式での不起立処分（減給6月、停職1月）


　　　　　　　　　　撤回を求める人事委員会審理


―立川市教委指導課長に対する尋問―“やっぱり1・7通達は根津対策にあった”





■「卒業式、入学式の適正な実施と事故発生時の報告について（通知）」（平成17年3月16日）を市教委が校長宛に出したのも根津対策？
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編集後記
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